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【請求項 1l (本件発明 1)
式 (I): 
【化 1l 
R2 OH OH 
R'、久勺COOR'
















































































































































































































「甲 2の一般式 (I)で示される化合物は，甲 1の一般式 Iで示される化合物と
同様 HMG-CoA還元酵素阻害剤を提供しようとするものであり，ピリミジン環
を有し，そのビリミジン環の 2, 4, 6位に置換基を有する化合物である点で共通
し，甲 1発明の化合物は，甲 2の一般式 (I) で示される化合物に包含される。






















したがって，甲 2から， ピリミジン環の 2位の基を『ー N (CH,) (S0,R')』とす
るという技術的思想を抽出し得ると評価することはできないのであって，甲 2に
は，相違点 (1-i) に係る構成が記載されているとはいえず．甲 1発明に甲 2発















































































































































































































*11 山田・前掲*1・64頁，井関・前掲*1 . ジュリ259頁参照。










35 知財高裁大合議平成30年4月13日判決 477 
* 16 知財高裁詳報・前掲*1・96頁参照。




















*22 山田・前掲*1・66頁。なお， この点につき加藤・前掲*1・35頁では．今後 AI
技術の進歩により，現時点では「膨大」と評価された「少なくとも2000万通り以上の
選択肢」が，いずれに「膨大」と評価されなくなる可能性が示唆されている。同様に
AI技術の進歩により「膨大」と評価されるか否かを問う上記のような基準が意味を
もたなくなる可能性を示すものとして，井関・前掲*1 . 特研74頁も参照。
*23 速見・前掲*1・287頁参照。
*24 田村・前掲*1・(3)4頁参照。
*25 サポート要件で処理する場合と，（新規性や）進歩性で処理する場合との取扱いの
違いを含め，詳細は田村・前掲*1・(3)5-6頁参照。
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